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Presenter
Presentation Notes
・　2050年に大都市で、熱帯低気圧と地震の危険にさらされる人数は、2000年値（6.8億人）に対して15.5億人にまで増加する。特に、東アジアおよび南アジアの増加が多く見込まれる。・　都市は成長の原動力であることから、単位面積当たりの生産高も高く、経済的資産のストックも大きい。自然災害の危険にさらされている都市の経済的資産は、農村地域よりもかなり多い。・　都市化と経済成長の因果関係は強く、都市が有する経済的資産を効果的・効率的に防衛していく知恵とノウハウは、今後世界中で増加し続ける都市において益々求められるナレッジである。日本の土木技術が、都市化と防災の観点からこれを主導していくことは非常に重要である。・　一方、日本がこれから直面するインフラの補修費用（年間5兆円）問題に対する新しい考え方（ex.　長寿命化ビル、こわしやすいダム、メンテが容易な橋梁、既存インフラの集約化・撤退による整理、etc.）を、出来る限り早期に世界中の都市化の中で生かせることが出来れば、大きな貢献になり得る。「コンパクト・シティ」の概念などは、社会保障費や公共事業費の削減にも資する場合が考えられ、日本のナレッジとして比較優位性を発揮出来る。
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Presentation Notes
（２）気候変動　［気温上昇リスクと災害確率の変化］・　世界銀行‘2012 World Development Indicators’ では、2045～2065年の期間における世界各国の気温上昇を、1961-2000年における上昇値と比較した結果、最も高い上昇が見込まれる国（ロシア連邦）ではプラス3.7度にも達するとしている。・　気候変動によって、熱帯低気圧による被害分布図の裾が厚くなる「ファット･テール」が生じる。・　例えば、現在の気候の米国で1000億ドルの損害をもたらす嵐が発生する可能性は100年に1回の推定だが、将来の温暖化した気候下では約56年おきに発生するようになる。⇒　将来の気候変動リスクを熟慮した、防災・減災に資する新たなインフラづくりに関する発想（ナレッジ）を、日本の土木界は世界に対して発信していくことが出来るのか？⇒　世界の災害脆弱国から日本に対して本当に期待されているのは、この重要な付加価値（ナレッジ）の発信と共有である。
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Think Innovatively:  
How ICT can contribute to Knowledge Sharing ? 



Media Broadcast (one-way) Communication (two-way)

Synchronous Asynchronous Synchronous Asynchronous

Face-to-
face (human)

Lectures, Dialogue, 
Presentation

Seminars

Text (print  
and e-version)

Screen Caption Books, Lecture 
notes, e-books, 
e-documents

Mail

Audio 
(sound)

Radio Audio-cassettes Telephone 
Audioconferencing

Video (image 
and sound)

Broadcast TV
Cable TV 
Satellite TV

Video-cassettes Videoconferencing

Digital 
multimedia

Webcasting, audio-
streaming, video-
streaming

Websites, CD-
ROMs, DVDs, 
Learning objects, 
multimedia clips

Chat, instant 
message, VC, 
Web-conferencing, 
Virtual Learning 
Environment, 

E-mail, Texting, 
Discussion 
Forums, Blogs, 
Wiki and more

Educational Media and Technologies
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Modified and updated from: T. Bates & G. Poole, Effective Teaching with Technology in Higher 
Education, 2003, p55.
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Community of Practice (CoP)

https://collaboration.worldbank.org/groups/urbanflodrsmgmt



2012 was the year of MOOC
MOOC
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https://www.sdsnedu.org/learn/the‐age‐of‐sustainable‐development‐fall2014

SDSN is “Sustainable Development Solutions Network”, a global initiative for the United Nations. 
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